




(要旨) 

本年度は主として精神遅滞児の早期療育の効果について種々のテストを用い,療育開始時

より経過を追って検討した。いずれの研究グループにおいても早期療育により DQの向上が

見られたり,DQ にそれほど変化がなくとも下位項目で改善がみられた。ただ療育プログラ

ムは研究グループごとに相違がある。したがって今後どういうプログラムに統一して行く

か検討をつづげる予定である。また効果判定の方法についてもやはり問題が残されている。 


